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町のうごき 四万十川の
水質状況
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（4月30日） 人口 前月比 出生 死亡 転入 転出
男 7,771 +4 男 6 4 27 25
女 8,529 +1 女 3 9 26 19
計 16,300 +5 計 9 13 53 44

世帯数 8,306 +16 （4月中の届出）

窪川地域 11,564人　大正地域 2,258人　十和地域 2,478人

適正値（mg/ｌ） 5月14日
リン酸 ≦  1.0 測定範囲以下
硝　酸 ≦  0.5 1.156

アンモニウム ≦  5.0 測定範囲以下
アニオン活性剤 ≦  1.0 2.273

化学的酸素要求量 ≦ 10.0 0.10
調査：大正（吾川）
資料：四万十高校自然環境部

井
川
地
区
は
、
予
土
線
打
井
川
駅

周
辺
か
ら
、
打
井
川
に
沿
っ
て
南
へ

直
線
距
離
で
７
ｋ
ｍ
以
上
（
道
な
り
に
行

け
ば
10
ｋ
ｍ
以
上
）
に
渡
り
、
南
限
は
黒

潮
町
に
接
す
る
。
峠
の
向
こ
う
は
伊
与
喜
で

あ
る
。
ま
た
、
東
限
は
上
宮
、
さ
ら
に
家

地
川
及
び
黒
潮
町
市
野
々
川
、
西
限
は
四

手
ノ
川
及
び
上
岡
に
至
る
。
人
家
は
、
国

道
３
８
１
号
沿
い
か
ら
打
井
川
に
沿
っ
て

点
在
し
て
い
て
、
地
区
が
長
く
広
い
た
め
、

四
万
十
川
に
注
ぐ
打
井
川
最
下
流
か
ら
、
南

（
上
流
）
へ
向
か
っ
て
、
口
打
井
川
、
中
打

井
川
、
奥
打
井
川
に
分
か
れ
て
い
る
。
現
在

は
打
井
川
と
い
う
表
記
で
あ
る
が
、
戦
国
期

の
記
録
で
は
宇
津
井
川
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

今
号
は
口
打
井
川
で
あ
る
。口
打
井
川
は
、

前
述
の
通
り
、
打
井
川
最
下
流
域
に
位
置
し

て
い
る
た
め
、
北
ノ
川
と
の
つ
な
が
り
が
深

い
。
打
井
川
小
学
校（
現
ホ
ビ
ー
館
）が
あ
っ

た
時
代
も
、
口
打
井
川
の
子
ど
も
た
ち
は
北

ノ
川
小
学
校
に
通
っ
た
。
上
宮
の
沈
下
橋
が

で
き
る
ま
で
は
、
渡
し
舟
を
使
っ
て
通
っ
た

そ
う
で
あ
る
。

　

口
打
井
川
に
も
、
以
前
は
四
万
十
川
に
か

か
る
沈
下
橋
が
あ
っ
た
。
昭
和
25
年
に
、
現

在
の
抜
水
橋
の
す
ぐ
西
に
造
ら
れ
た
。（
抜

水
橋
が
で
き
た
の
は
昭
和
53
年
で
あ
る
）
こ

の
場
所
は
浅
瀬
に
な
っ
て
い
て
、
昔
は
こ
こ

を
歩
い
て
渡
っ
て
い
た
と
い
う
。
江
戸
後
期

か
明
治
初
期
の
こ
と
、
村
の
「
お
兼
」
と
い

う
女
性
が
、
幼
子
を
背
負
っ
て
渡
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
誤
っ
て
流
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う

事
故
が
あ
り
、
こ
れ
を
と
て
も
不
憫
に
思
っ

た
村
人
た
ち
が
、
親
子
の
供
養
と
安
全
祈

願
の
た
め
に
、
川
の
両
岸
に
一
体
ず
つ
地
蔵

を
作
っ
た
。
岸
の
両
側
か
ら
見
合
う
よ
う
に
、

川
を
渡
る
人
々
を
見
守
っ
て
い
る
た
め
「
見

合
地
蔵
」
と
い
う
。

　

さ
て
、
地
区
の
産
土
神
は
「
河
内
神
社
」

で
あ
る
。
各
地
区
紹
介
の
折
に
度
々
明
治
23

年
の
水
害
に
つ
い
て
書
く
の
だ
が
、
こ
こ
に

あ
る
棟
札
に
も
、
そ
の
こ
と
に
関
す
る
も
の

が
あ
る
。
水
害
直
後
に
、
地
区
の
人
が
後
世

の
た
め
に
書
き
残
し
た
も
の
で
「
後
年
ニ
至

リ
知
ル
為
記
シ
置
」
か
ら
始
ま
る
。

　

こ
の
河
内
神
社
の
境
内
に
、
今
年
（
２
０

２
１
年
）「
口
打
井
川
の
馬
之
助
神
社
」
を

移
設
し
た
。
元
は
、
車
越
（
く
る
ま
ご
え
）

と
い
う
高
台
に
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
は
中
打

井
川
の
馬
之
助
神
社
が
本
元
で
あ
る
が
、
そ

の
昔
、
口
打
井
川
の
村
人
に
馬
之
助
の
霊
が

「
ど
こ
か
太
鼓
の
聞
こ
え
る
と
こ
ろ
に
祀
っ

て
く
れ
」
と
告
げ
、
そ
れ
を
受
け
て
祀
ら
れ

た
の
が
、
口
打
井
川
の
馬
之
助
神
社
で
あ
る
。

こ
の
車
越
と
い
う
所
は
、
上
宮
の
太
鼓
も
、

上
岡
の
太
鼓
も
ど
ち
ら
も
聞
こ
え
る
場
所
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
高
台
に
な
っ
た
の
だ

と
い
う
。
今
年
、
河
内
神
社
の
境
内
に
移
す

と
き
も
、「
元
の
場
所
と
同
じ
く
ら
い
の
高

さ
の
と
こ
ろ
に
」
と
い
う
地
区
の
方
た
ち
の

配
慮
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

ま
た
、
戦
国
期
に
は
、
こ
の
口
打
井
川
に

も
山
城
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
近
く

に
五
輪
塔
が
三
基
あ
り
「
五
輪
様
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
「
吉
祥
庵
」
と
い
う

お
寺
が
あ
っ
た
と
い
う
戦
国
期
の
記
録
が
あ

る
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
、
こ
の
五
輪
塔
は
、

山
城
の
主
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

打

河内神社の境内に移された口打井川の馬之
助神社


